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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　
謹
ん
で
区
民
の
皆
様
の
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
区
議
会
だ
よ
り
第
187
号
は
、

平
成
24
年
第
四
回
定
例
会
を

中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。 

　
今
年
も
皆
様
に
親
し
ま
れ
、

読
み
や
す
い
区
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
本
紙
に
つ
い
て
、

ご
意
見
・
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
議
会
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い 

◇
　
　
　
　
◇ 

広
報
・
図
書
委
員
会 

委
員
長
　
　
福
沢
　
剛 

委
員
長
職
務
代
理 

　
　
　
　
　
宮
原
　
義
彦 

委
　
員
　
　
白
石
　
け
い
子 

委
　
員
　
　
菊
地
　
靖
枝 

　
我
が
国
は
、
広
島
、
長
崎
へ

の
原
爆
投
下
に
よ
る
被
爆
を
経

験
し
た
唯
一
の
国
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
多
年
に
わ
た
り
、
全
世

界
に
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
、

ま
た
国
際
社
会
も
核
軍
縮
や
核

実
験
全
面
禁
止
へ
の
努
力
を
積

み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
 

　
練
馬
区
は
、
昭
和
58
年
（
１

９
８
３
年
）
10
月
３
日
に
、
す

べ
て
の
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界

の
恒
久
平
和
を
願
っ
て
、
「
非

核
都
市
練
馬
区
宣
言
」
を
決
議

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

フ
ラ
ン
ス
や
中
国
、
更
に
イ
ン
ド
、

パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
が
行

っ
た
核
実
験
に
抗
議
し
、
即
時

中
止
を
求
め
る
要
請
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
朝
鮮
が

行
っ
た
核
実
験
に
つ
い
て
も
、

厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

核
実
験
を
今
後
行
わ
な
い
よ
う

強
く
求
め
る
決
議
を
い
た
し
ま

し
た
。
 

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
を

重
ね
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

貴
国
が
、
平
成
９
年
（
１
９
９

７
年
）
７
月
に
未
臨
界
核
実
験

を
開
始
し
て
以
来
、
本
年
12
月

５
日
に
27
回
目
の
未
臨
界
核
実

験
を
強
行
し
た
こ
と
は
、
誠
に

遺
憾
で
あ
り
ま
す
。
 

　
よ
っ
て
、
本
区
は
、
貴
国
が
「
未

臨
界
核
実
験
」
を
即
時
中
止
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久

平
和
の
実
現
に
先
導
的
役
割
を

果
た
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
い

た
し
ま
す
。
 

 　
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

12
月
14
日
 

 ▽
あ
て
先
‥
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

大
統
領
 

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
今
後
予
想
さ
れ
る
首
都

直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
や
、

近
年
度
々
発
生
し
て
い
る
豪
雨

な
ど
に
よ
る
大
規
模
か
つ
異
常

な
自
然
災
害
に
備
え
て
、
国
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に

国
を
挙
げ
た
防
災
・
減
災
体
制

の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

　
全
国
的
に
幅
広
い
視
点
で
防

災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

道
路
や
橋
梁
、
港
湾
な
ど
わ
が

国
に
現
存
す
る
社
会
資
本
の
安

全
性
に
つ
い
て
実
情
を
明
ら
か

に
し
、
必
要
な
情
報
を
得
る
た

め
の
科
学
的
・
総
合
的
な
総
点

検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国

や
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
防
災
・

減
災
対
策
を
集
中
的
・
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
計
画

の
作
成
が
必
要
と
な
る
。
 

　
ま
た
、
12
月
２
日
に
起
き
た

中
央
自
動
車
道
の
笹
子
ト
ン
ネ

ル
崩
落
事
故
に
よ
り
、
点
検
・

管
理
や
老
朽
化
の
問
題
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
現
存
す
る
社
会

資
本
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

す
る
対
策
を
速
や
か
に
実
施
す

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
上
記
ハ
ー
ド
面
で
の
公
共
事

業
と
し
て
の
防
災
・
減
災
対
策

と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
面
と
し
て

地
域
の
防
災
力
を
高
め
、
災
害

に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る
施

策
も
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

学
校
教
育
に
お
け
る
防
災
教
育

の
充
実
や
各
自
治
体
が
連
携
し

た
広
域
的
・
総
合
的
な
防
災
訓

練
の
推
進
、
更
に
は
基
本
計
画

の
作
成
や
関
係
省
庁
の
総
合
調

整
等
を
行
う
「
防
災
・
減
災
体

制
再
構
築
推
進
本
部
」
の
設
置
、

災
害
発
生
時
に
応
急
対
応
を
一

元
的
に
担
う
「
（
仮
称
）
危
機

管
理
庁
」
の
設
置
な
ど
、
必
要

な
施
策
を
国
や
地
方
公
共
団
体

で
実
施
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

　
ま
た
、
国
や
地
方
公
共
団
体

と
も
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手

法
を
活
用
し
た
う
え
で
、
老
朽

化
し
た
社
会
資
本
の
再
整
備
を

は
じ
め
と
し
た
各
施
策
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
課

題
と
な
る
。
 

　
こ
う
し
た
こ
と
を
実
行
し
、

わ
が
国
の
防
災
・
減
災
体
制
を

再
構
築
す
る
た
め
に
は
、
必
要

な
施
策
を
総
合
的
か
つ
集
中
的

に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
理
念

や
基
本
方
針
、
財
源
確
保
策
を

明
確
に
定
め
た
基
本
法
を
制
定
し
、

国
を
挙
げ
て
加
速
度
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
 

　
よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
、
政

府
に
対
し
、
上
記
の
内
容
を
盛

り
込
ん
だ
「
防
災
・
減
災
体
制

再
構
築
推
進
基
本
法
（
防
災
・

減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
本
法
）」

を
早
期
に
制
定
す
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
。
 

 　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提

出
す
る
。
 

 　
平
成
24
年
12
月
21
日
 

 ▽
あ
て
先
‥
内
閣
総
理
大
臣
、

　
内
閣
官
房
長
官
、
内
閣
府
特

　
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
 

　
わ
が
国
の
景
気
は
、
官
民
両

面
か
ら
の
復
興
関
連
需
要
の
増

加
を
受
け
、
国
内
需
要
は
堅
調

に
推
移
し
て
は
い
た
も
の
の
、

海
外
経
済
の
減
速
傾
向
が
強
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
、
弱

含
み
と
な
っ
て
い
る
。
区
民
や

区
内
中
小
事
業
者
を
取
り
巻
く

経
済
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
、
東

京
都
が
実
施
し
て
い
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
措

置
等
は
、
区
民
生
活
の
安
定
と
、

中
小
事
業
者
に
と
っ
て
の
事
業

の
継
続
や
経
営
の
健
全
化
に
大

き
な
力
添
え
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
必
要
な
措
置
で
あ
る
と

考
え
る
。
 

　
23
区
の
固
定
資
産
税
は
、
都

区
共
通
の
財
源
で
あ
り
、
こ
う

し
た
減
免
措
置
等
の
継
続
は
当

区
の
財
政
運
営
に
も
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
が
、
東
京
都

が
減
免
措
置
等
を
廃
止
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
区
民
、
と
り
わ

け
中
小
事
業
者
に
与
え
る
影
響

は
極
め
て
大
き
く
、
地
域
社
会

の
活
性
化
、
ひ
い
て
は
日
本
経

済
の
回
復
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ

す
要
因
と
な
る
こ
と
が
強
く
危

惧
さ
れ
る
。
 

　
よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
東
京

都
に
対
し
、
現
在
の
景
気
状
況

に
お
け
る
区
民
の
税
負
担
感
に

配
慮
し
、
負
担
増
に
な
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
次
の
事
項
の
継

続
に
つ
い
て
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。
 

 １
　
小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す

　
る
都
市
計
画
税
を
２
分
の
１

　
と
す
る
軽
減
措
置
 

２
　
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対

　
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計

　
画
税
を
２
割
減
額
す
る
減
免

　
措
置
 

３
　
商
業
地
等
に
お
け
る
固
定

　
資
産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ

　
い
て
、
負
担
水
準
の
上
限
を

　
65
％
に
引
き
下
げ
る
減
額
措

　
置
 

 　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条

の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提

出
す
る
。
 

 　
平
成
24
年
12
月
21
日
 

　
 

▽
あ
て
先
‥
東
京
都
知
事
 

　
本
年
12
月
12
日
午
前
９
時
49

分
頃
、
北
朝
鮮
が
「
人
工
衛
星
」

と
称
す
る
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ

ル
の
発
射
を
強
行
し
た
。
 

　
我
が
国
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
社
会
が
、
北
朝
鮮
に
対
し
再

三
に
わ
た
り
強
く
自
制
を
求
め

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発

射
を
強
行
し
、
そ
の
ミ
サ
イ
ル

が
沖
縄
地
方
上
空
を
通
過
し
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
の
太
平
洋
上

に
落
下
し
た
こ
と
は
、
我
が
国

の
み
な
ら
ず
東
ア
ジ
ア
地
域
全

体
の
平
和
と
安
定
を
損
な
う
行

為
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
 

　
北
朝
鮮
は
、
１
９
９
８
年
、

２
０
０
６
年
と
２
０
０
９
年
、

そ
し
て
本
年
４
月
に
も
長
距
離

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
、
２

０
０
６
年
と
２
０
０
９
年
に
は

核
実
験
を
も
強
行
し
て
い
る
。
 

　
今
回
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
使
用
し
た
、

い
か
な
る
発
射
も
行
わ
な
い
こ

と
を
北
朝
鮮
に
義
務
付
け
た
国

連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
１

８
７
４
号
を
は
じ
め
、
第
１
６

９
５
号
お
よ
び
第
１
７
１
８
号

と
い
っ
た
類
似
の
安
保
理
決
議
や
、

日
朝
平
壌
宣
言
に
も
違
反
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 

　
さ
ら
に
、
本
年
４
月
13
日
の

発
射
に
関
し
て
採
択
さ
れ
た
議

長
声
明
で
安
保
理
は
、
「
北
朝

鮮
に
よ
る
更
な
る
発
射
ま
た
は

核
実
験
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に

応
じ
て
行
動
を
と
る
決
意
を
表
明
」

し
て
お
り
、
わ
ず
か
８
か
月
で

国
際
社
会
の
求
め
を
無
視
す
る

今
回
の
暴
挙
に
対
し
、
安
保
理

は
直
ち
に
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。
 

　
重
ね
て
、
今
回
、
北
朝
鮮
が

国
際
社
会
を
無
視
し
、
発
射
を

強
行
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾

で
あ
り
、
決
し
て
容
認
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
 

　
よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
、
北

朝
鮮
に
対
し
て
厳
重
に
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
ミ
サ
イ
ル
発
射

お
よ
び
核
実
験
を
今
後
行
わ
な

い
よ
う
強
く
求
め
る
こ
と
を
こ

こ
に
表
明
す
る
。
 

　
以
上
、
決
議
す
る
。
 

 　
平
成
24
年
12
月
21
日
 

練
馬
区
議
会
 

決
　
　
　
議 

要
　
請
　
書 

第
四
回
定
例
会
で
可
決
し
た
決
議
文
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

●
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

　
に
対
し
て
断
固
抗
議
す
る

　
決
議
 

12
月
14
日
に
提
出
し
ま
し
た
。 

●
「
未
臨
界
核
実
験
」
中
止

　
を
求
め
る
要
請
書
 

●
固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市

　
計
画
税
の
軽
減
措
置
等
の

　
継
続
を
求
め
る
意
見
書
（
区

　
民
生
活
委
員
会
）
 

●
防
災
･
減
災
体
制
再
構
築

　
推
進
基
本
法
（
防
災
・
減

　
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
本
法
）

　
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
 

意
　
見
　
書 

第
四
回
定
例
会
で
は
、
２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。 

次
回
の
定
例
会
は
、 

２
月
８
日（
金
）か
ら
で
す
。 

  

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。 

 

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 


